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櫻井 治男

【授業目標・教育方針】
光ファイバ通信は現代社会のインフラストラクチャーとなる一方，ＣＤやホログラフィーなどディジタル技術と相
まった光応用装置は，これまで急速に進歩してきたが，今後さらに発展を遂げると考えられている。このような装
置・システムの基本となっているコヒーレントな光（レーザ）の特徴を理解し，その定性的・定量的な取り扱いの基
本原理を習得する。
反射・屈折・散乱，干渉と回折，偏光と複屈折など良く知られた性質を，波動・電磁光学の立場から把握し直す。回
折素子，ホログラフィーなどの理論，光共振器と光導波路の特性とその解析手法を学習する。

【授業概要】
・光の反射・屈折，レンズによる結像，不均質媒質中の光波の伝搬
・波動光学，光の干渉，光の回折
・回折格子，ホログラフィー
・電磁波と偏光，異方性媒質中の光波の伝搬
・光共振器と光導波路，光ファイバ中の光パルスの伝搬

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「光波エレクトロニクス」富田康生，培風館
参考書：「光波工学」栖原敏明，コロナ社
参考書：「ホログラフィー入門」久保田敏弘，朝倉書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：光波工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 幾何光学入門 光の反射・屈折，レンズによる結像
第 2 回 不均質媒質中の光波の伝搬 レポート
第 3 回 波動光学 光の干渉
第 4 回 光の回折，フレネル近似とフラウンホファー近似
第 5 回 回折格子 レポート
第 6 回 ホログラフィー
第 7 回 電磁波と偏光 電磁光学，平面波
第 8 回 電磁光学による反射・屈折
第 9 回 異方性媒質中の光波の伝搬 レポート
第 10 回 光共振器と光導波路 レーザ光の発振原理
第 11 回 レーザ光とガウスビーム波 レポート
第 12 回 光導波路の導波特性
第 13 回 光ファイバの導波特性
第 14 回 光ファイバ中の光パルスの伝搬
第 15 回 試験
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